
 

３．環境の現況 

3-1 大気質の現況 

（１）環境基準 

 「環境基本法」に基づく大気汚染に係る環境基準は、二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、

二酸化窒素、光化学オキシダントについて定められている。有害大気汚染物質に係る環境基準は、ベ

ンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタンについて定められている。ま

た、「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づきダイオキシン類による大気の汚染に係る環境基準が

定められている。環境基準の内容は表 3.1-1 に示すとおりである。 

 

表 3.1-1  大気汚染に係る環境基準 

物  質 環境上の条件 

二酸化硫黄 1 時間値の 1日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、1時間値が 0.1ppm 以下であること。

一酸化炭素 
1 時間値の 1日平均値が 10ppm 以下であり､かつ､1時間値の 8時間平均値が 20ppm 以下であ

ること。 

浮遊粒子状物質 1 時間値の 1日平均値が 0.10mg/m3以下であり、かつ、1時間値が 0.20mg/m3以下であること。

二酸化窒素 1 時間値の 1日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内又はそれ以下であること。

光化学オキシダント 1 時間値が 0.06ppm 以下であること。 

ベンゼン 1 年平均値が 0.003mg/m3以下であること。 

トリクロロエチレン 1 年平均値が 0.2mg/m3以下であること。 

テトラクロロエチレン 1 年平均値が 0.2mg/m3以下であること。 

ジクロロメタン 1 年平均値が 0.15mg/m3以下であること。 

ダイオキシン類 1 年平均値が 0.6pg-TEQ/m3以下であること。 

備考 1) 浮遊粒子状物質とは、大気中に浮遊する粒子状物質であって、その粒径が 10μm以下のものをいう。 
2) 光化学オキシダントとは、オゾン、パーオキシアセチルナイトレートその他の光化学反応により生成される

酸化性物質（中性ヨウ化カリウム溶液からヨウ素を遊離するものに限り、二酸化窒素を除く。）をいう。 
3) 二酸化窒素について、1 時間値の 1 日平均が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内にある地域にあっては、

原則としてこのゾーン内において現状程度の水準を維持し、又はこれを大きく上回ることとならないよう努
めるものとする。 

4) この環境基準は、工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活していない地域又は場所については適用さ
れない。 

（出典）二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダントは、「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和 48 年 5

月 8日 環境庁告示第 25 号、平成 8年 10月 25 日 環境庁告示第 73 号改正） 

二酸化窒素は、「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和 53年 7月 11 日 環境庁告示第 38 号、平成 8年 10 月 25 日 環

境庁告示第 74 号改正） 

ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタンは、「ベンゼン等による大気の汚染に係る環境基

準について」（平成 9年 2月 4日 環境庁告示第 4号、平成 13年 4月 20 日 環境省告示第 30 号改正） 

ダイオキシンは、「ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁（水底の底質の汚染を含む。）及び土壌の汚染に係る環

境基準について」（平成 11 年 12月 27 日 環境庁告示第 68 号、平成 14 年 7月 22 日 環境省告示第 46 号改正） 

注) 環境基準の評価方法 

環境基準の評価方法には短期的評価（健康に急性影響を及ぼす）を用いるものと長期的評価（慢性的影響を及ぼす）を用いる

ことがある。光化学オキシダントは短期的評価が、二酸化窒素は長期的評価が、二酸化硫黄、一酸化炭素及び浮遊粒子状物質に

ついては両方の評価方法が定められている。 

1) 短期的評価（昭和 48 年 6月環境庁通達） 

測定を行った日の 1日平均値、8時間値又は各 1時間値を環境基準と比較して評価を行う。 

2) 長期的評価 

①二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質の場合（昭和 48 年 6月 環境庁通達） 

 年間の 1日平均値のうち、高い方から 2％の範囲内にあるもの（365 日分の測定値がある場合は 7日分の測定値）を除外し

た後の最高値（2％除外値）を環境基準と比較して評価する。ただし、1日平均値につき環境基準を超える日が 2日以上連続

した場合は、このような取扱は行わない。 

②二酸化窒素の場合（昭和 53年 7月 環境庁通達） 

 年間の 1日平均値のうち、低い方から 98％に相当するもの（98％値）を環境基準と比較して評価する。 
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（２）自動車排出ガス規制及び船舶の大気汚染防止規則の動向 

 ① 自動車排出ガス規制 

自動車から排出される窒素酸化物（NOx）及び粒子状物質（PM）の更なる低減を図るため、世界最

高水準の厳しい規制である、いわゆる「ポスト新長期規制」が制定され、新車のディーゼル車等に対

し平成 21年 10 月から順次強制適用される（表 3.1-2）。 

ポスト新長期規制の実施により、図 3.1-1 に示すとおり自動車から排出される窒素酸化物は昭和

49 年規制に比べ 95％削減、粒子状物質は平成 6年規制に比べ 99％削減される。 

 

表 3.1-2  ポスト新長期規制の概要 

 
（出典）国土交通省ホームページ http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha08/09/090325_.html 
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図 3.1-1  自動車排出ガス規制の経緯（ディーゼル重量車） 

（出典）国土交通省ホームページ http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha08/09/090325_.html 
 

 ② 船舶の大気汚染防止規則 

船舶からの窒素酸化物や硫黄酸化物等の排出ガスによる大気汚染の防止については、「船舶による

汚染の防止のための国際条約」(MARPOL73/78)に基づいて、図 3.1-2 に示す規制が制定されている。 
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図 3.1-2  船舶の大気汚染防止規則（MARPOL 条約附属書 VI） 

（注）現行規制は平成 17 年 5月から実施されている。指定海域は北海とバルト海。 

（出典）国土交通省ホームページ http://www.jsmqa.or.jp/IMO&ISO/IMOpdf/113_08.10.htm 
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図 3.1-3  大気汚染常時測定局の位置 
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注）港区台場測定局は、平成 11 年度より測定を開始した。 

図 3.1-4  二酸化硫黄の年平均値の推移 
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図 3.1-5  一酸化炭素の年平均値の推移 
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注）港区台場測定局は、平成 11 年度より測定を開始した。 

図 3.1-6  二酸化窒素の年平均値の推移 
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図 3.1-7  浮遊粒子状物質の年平均値の推移 
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図 3.1-8  光化学オキシダントの年平均値の推移 
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3-2 騒音の現況 

（１）環境基準等 

① 騒音に係る環境基準 

 「環境基本法」に基づく騒音に係る環境基準は、表 3.2-1 に示すとおりである。 

 

表 3.2-1  一般地域及び道路に面する地域の騒音に係る環境基準 

時間の区分 
地域の 

類型 
当てはめる地域 地域の区分 昼間 

（6時～22 時） 

夜間 

（22 時～6時） 

AA 

清瀬市の区域のうち松山 3 丁目 1 番、竹丘 1 丁目 17

番、竹丘 3 丁目 1 番から 3 番まで及び竹丘 3 丁目 10

番の区域 

50 デシベル以下 40 デシベル以下 

一般の地域 55 デシベル以下 45 デシベル以下 

A 

第 1 種低層住居専用地域 

第 2種低層住居専用地域 

第 1種中高層住居専用地域 

第 2種中高層住居専用地域 

2 車線以上の車線を

有する道路に面する

地域 

60 デシベル以下 55 デシベル以下 

一般の地域 55 デシベル以下 45 デシベル以下 

B 

第 1 種住居地域 

第 2種住居地域 

準住居地域 

用途地域の定めのない地域 

2 車線以上の車線を

有する道路に面する

地域 

65 デシベル以下 60 デシベル以下 

一般の地域 60 デシベル以下 50 デシベル以下 

C 

近隣商業地域 

商業地域 

準工業地域 

工業地域 

車線を有する道路に

面する地域 
65 デシベル以下 60 デシベル以下 

 この場合において、上表の、A・B類型の「2車線以上の車線を有する道路」及び C類型の「車線を有する道路」

が幹線交通を担う道路の場合、これに近接する空間については上表に関わらず特例として次表のとおりとする。 

基準値 

昼間（6時～22 時） 夜間（22 時～6時） 

70 デシベル以下 65 デシベル以下 

注 1) 地域の類型は以下のとおり。 

AA：療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域等、特に静穏を要する地域 

A ：専ら住居の用に供される地域 

B ：主として住居の用に供される地域 

C ：相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域 

注 2) 上記の用途地域であっても、環境基準の適用が除外される地域がある。 

注 3) 幹線交通を担う道路：高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び市町村道 

  （市町村道にあっては 4車線以上の区間に限る） 

注 4) 幹線交通を担う道路に近接する空間：次の車線数の区分に応じ道路端からの距離によりその範囲 

を特定 

・2車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路 ：15 メートル 

・2車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路：20 メートル 

（出典）「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年 9月 30 日 環境庁告示第 64 号、平成 12 年 3 月 28 日 環

境庁告示第 20 号改正） 

   「騒音に係る環境基準の改正について」（平成 10 年 9月 30 日 環大企第 257 号環境庁大気保全局長通知） 

  「騒音に係る環境基準の地域類型の指定」（平成 11 年 3月 10 日 東京都告示第 259 号）  
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② 自動車騒音の要請限度 

騒音規制法の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の限度（以下、「要請限度」という）は、

表 3.2-2 に示すとおりである。 

 

表 3.2-2  騒音規制法に基づく自動車騒音の要請限度 

時間の区分 

区域の区分 当てはめる地域 車線等 昼間 

（6時～22 時）

夜間 

（22 時～6時）

1車線 65デシベル 55デシベル 

a区域 

第 1種低層住居専用地域 

第 2種低層住居専用地域 

第 1種中高層住居専用地域 

第 2種中高層住居専用地域 

（AA 地域を含む） 
2 車線以上 70デシベル 65デシベル 

1車線 65デシベル 55デシベル 
b区域 

第 1種住居地域 

第 2種住居地域 

準住居地域 

用途地域の定めのない地域 
2 車線以上 75デシベル 70デシベル 

c区域 

近隣商業地域 

商業地域 

準工業地域 

工業地域 

1 車線 

2 車線以上 
75デシベル 70デシベル 

 ただし、幹線交通を担う道路に近接する区域については、上記にかかわらず特例として次表のとおりとする。 

要請限度値 

昼間（6時～22 時） 夜間（22 時～6時） 

75 デシベル 70 デシベル 

注 1) 区域の区分は以下のとおり。 

a：専ら住居の用に供される地域 

b：主として住居の用に供される地域 

c：相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域 

注 2) 上記の用途地域であっても、要請限度の適用が除外される地域がある。 

注 3) 幹線交通を担う道路：高速自動車国道、一般国道、都道府県道及び 4車線以上の市町村道 

注 4) 近接する区域：車線の区分に応じた道路端からの距離が 2 車線以下の車線を有する道路は 15ｍ、2

車線を超える車線を有する道路は 20ｍの範囲 

資料：「騒音規制法第十七条第一項の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の限度を定める省令」（平

成 12 年 3月 2日 総理府令第 15 号、平成 12 年 12 月 15 日 総理府令第 150 号改正） 
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（２）調査概要 

 東京都環境局が集計している平成19年度の道路交通騒音調査結果及び港湾局が実施した平成14年

度の現地調査結果を用いた。 

 調査地点の位置は表 3.2-3、表 3.2-4 及び図 3.2-1 に示すとおりである。 

 

表 3.2-3(1)  道路交通騒音調査地点（平成 19年度・東京都環境局） 

NO 測定地点の住所 対象道路 環境基準類型 車線数

1 中央区日本橋小伝馬町20-3 国道6号 Ｃ 6 

2 中央区日本橋本町2-2-10 都道日本橋芝浦大森線 Ｃ 7 

3 中央区築地6-1-11 都道日比谷豊洲埠頭東雲町線 Ｃ 6 

4 中央区銀座1-16-3 都道日本橋芝浦大森線 Ｃ 10 

5 中央区日本橋人形町2-36-1 都道東京市川線 Ｃ 6 

6 中央区京橋2-3-13 国道15号 Ｃ 5 

7 中央区新富2-15-5 都道東京市川線 Ｃ 6 

8 中央区晴海3-1-4 都道日比谷豊洲埠頭東雲町線 Ｃ 8 

9 港区白金台1-2 国道1号 Ｃ 8 

10 港区東麻布2-31 環状３号線 Ｃ 4 

11 港区白金台5-10 都道北品川四谷線・高速２号目黒線 Ｃ 4 

12 港区西麻布3-12 都道北品川四谷線 Ｂ 4 

13 港区港南3-9 都道日本橋芝浦大森線 Ｃ 6 

14 港区高輪2-13 国道15号 Ｃ 7 

15 港区北青山3-3 国道246号 Ｃ 8 

16 港区西麻布3-21 都道霞ヶ関渋谷線 Ｃ 8 

17 江東区亀戸4-14-5 放射14号（蔵前橋通り） Ｂ 4 

18 江東区亀戸7-42-5 国道14号 Ｃ 6 

19 江東区住吉2-28-36 放射31号（新大橋通り） Ｂ 4 

20 江東区大島3-16-2 放射31号（新大橋通り） Ｃ 4 

21 江東区北砂4-13-23 補助111号（清洲橋通り） Ｃ 4 

22 江東区南砂4-4-1 放射29号（葛西橋通り） Ｃ 4 

23 江東区永代2-31-14 放射16号（永代通り） Ｃ 6 

24 江東区東陽3-27 放射16号（永代通り） Ｃ 6 

25 江東区豊洲4-11-18 放射34号（晴海通り） Ｃ 8 

26 江東区平野1-2-3 補助110号（清澄通り） Ｃ 4 

27 江東区東雲2-5 国道357号 Ｃ 4 

28 江東区森下4-9-22 環状３号線 Ｃ 4 

29 江東区枝川3-3 環状３号線 Ｃ 6 

30 江東区枝川1-8-15 環状３号線 Ｃ 6 

31 江東区東陽4-11-28 放射32号（四ツ目通り） Ｃ 4 

32 江東区大島4-2 補助116号（明治通り） Ｃ 4 

   （出典）「平成 19 年度 道路交通騒音振動調査報告書」  平成 21 年 2月 東京都環境局 
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表 3.2-3(2)  道路交通騒音調査地点（平成 19年度・東京都環境局） 

No 測定地点の住所 対象道路 環境基準類型 車線数

33 江東区大島6-7-8 環状４号 Ｂ 4 

34 江東区東砂2-12-14 補助144号（番所橋通り） Ｂ 4 

35 江東区大島7-30-26 高速7号小松川線 Ｃ 4 

36 江東区枝川2-1-1 高速9号深川線 Ｃ 4 

37 品川区西五反田5-3-1 環状6号線 Ｃ 4 

38 品川区西五反田6-6-19 都道東京丸子横浜線 Ｃ 6 

39 品川区八潮5-8-47 国道357号 Ｂ 4 

40 品川区北品川3-10-13 環状6号線 Ｃ 4 

41 品川区北品川5-1-12 環状6号線 Ｃ 4 

42 品川区上大崎2-13-36 都道白金台等々力線 Ｃ 5 

43 品川区上大崎3-14-23 都道北品川四谷線 Ｂ 5 

44 品川区上大崎3-14-23 首都高速2号目黒線 Ｂ 4 

45 品川区東大井3-18-34 国道15号 Ｃ 4 

46 品川区東中延2-5-10 国道1号 Ｃ 6 

47 品川区東品川3-1-5 都道日本橋芝浦大森線 Ｃ 6 

48 品川区大崎1-20-13 環状６号線 Ｃ 4 

49 品川区大井7-27-5 都道東品川下丸子線 Ｂ 2 

50 大田区大森中2-1 国道15号 Ｃ 6 

51 大田区東六郷2-18 国道15号 Ｃ 6 

52 江戸川区一之江3-20-3 環状７号線 Ｃ 6 

53 江戸川区南葛西3-23 環状７号線 Ｃ 6 

54 江戸川区中葛西4-9-11 都道東京浦安線 Ｃ 4 

55 江戸川区東葛西7-15-1 都道新荒川葛西堤防線(清砂大橋通) Ｂ 6 

56 江戸川区松島2-5-6 都道新荒川葛西堤防線 Ｃ 2 

57 江戸川区二之江町1384 区道一之江通り Ｂ 2 

58 江戸川区西葛西8-18-9 区道葛西中央通り Ｂ 6 

   （出典）「平成 19 年度 道路交通騒音振動調査報告書」  平成 21 年 2月 東京都環境局 
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表 3.2-4  道路交通騒音調査地点（平成 14 年度・東京都港湾局） 

NO 測定地点の住所 対象道路 環境基準類型 車線数 

① 江東区潮見 1-29 区道江 416 号 Ｃ 4 

② 江東区辰巳 2-1 
首都高速 9号線 

都道環状三号線 
Ａ 6 

③ 江東区新木場 2-3 区道江 543 号 － 8 

④ 江東区新木場 1-11 臨港道路新木場・若洲線 － 6 

⑤ 
江東区青海 2 

(中央防波堤外側埋立地) 
東京港臨海道路 － 7 

⑥ 大田区城南島 1-3 臨港道路城南島・大井１号線 － 5 

⑦ 
大田区 東海 3-1 

（東京港野鳥公園前） 
臨港道路大井ふ頭その１線 － 8 

⑧ 
品川区八潮 5-7 

(都下水道局八潮ポンプ場前) 
臨港道路大井２号線 Ｂ 5 

⑨ 
品川区東品川 2-2 

(天王洲郵船ビル前) 
都道環状六号線 Ｃ 6 

⑩ 港区港南 4-3(港南中学校前) 都道品川埠頭線 Ｂ 6 

⑪ 
江東区青海 2 

（ｴﾊﾞｰｸﾞﾘｰﾝ東京ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ前） 
臨港道路青海縦貫線 － 8 

⑫ 江東区有明 4(フェリーふ頭公園前) 臨港道路有明埠頭連絡線 － 6 

⑬ 
江東区有明 3 

(日鐵商事コイルセンター前) 
臨港道路有明南縦貫線 － 7 

  （出典）「平成 14 年度 東京港環境現況調査委託報告書」 平成 15 年 3月  東京都港湾局 
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図 3.2-1   道路交通騒音測定地点 
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（３）調査結果 

① 東京都環境局調査結果 

 平成 19年度の測定結果は表 3.2-4 に示すとおりである。 

 全 58 地点中、昼間は 33 地点（57％）、夜間は 41 地点（71％）で環境基準を上回っている。 

 また、要請限度は、昼間はすべての地点で満足していたが、夜間は 14 地点（24％）で超過してい

た。 

 

表 3.2-4(1)  道路交通騒音調査結果（平成 19年度・東京都環境局） 

等価騒音レベル(dB) 適合状況 環境基準値 
No 

環境基準 

類 型 
車線数 

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 

1 Ｃ 6 67 65 ○ ○ 70 65 

2 Ｃ 7 72 71 × × 70 65 

3 Ｃ 6 71 72 × × 70 65 

4 Ｃ 10 72 71 × × 70 65 

5 Ｃ 6 71 69 × × 70 65 

6 Ｃ 5 67 65 ○ ○ 70 65 

7 Ｃ 6 68 65 ○ ○ 70 65 

8 Ｃ 8 67 65 ○ ○ 70 65 

9 Ｃ 8 69 65 ○ ○ 70 65 

10 Ｃ 4 71 70 × × 70 65 

11 Ｃ 4 76 73 × × 70 65 

12 Ｂ 4 71 69 × × 70 65 

13 Ｃ 6 73 71 × × 70 65 

14 Ｃ 7 73 71 × × 70 65 

15 Ｃ 8 71 71 × × 70 65 

16 Ｃ 8 73 73 × × 70 65 

17 Ｂ 4 72 68 × × 70 65 

18 Ｃ 6 73 71 × × 70 65 

19 Ｂ 4 69 67 × × 70 65 

20 Ｃ 4 66 63 ○ ○ 70 65 

21 Ｃ 4 69 64 ○ ○ 70 65 

22 Ｃ 4 74 72 × × 70 65 

23 Ｃ 6 68 65 ○ ○ 70 65 

24 Ｃ 6 69 68 ○ × 70 65 

25 Ｃ 8 69 66 ○ × 70 65 

     （出典）「平成 19 年度 道路交通騒音振動調査報告書」  平成 20 年 2月 東京都環境局 

      注）環境基準の適合状況は、基準値以下のものを○、超えたものを×とした。 
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表 3.2-4(2)  道路交通騒音調査結果（平成 19年度・東京都環境局） 

等価騒音レベル(dB) 適合状況 環境基準値 
No 

環境基準 

類 型 
車線数 

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 

26 Ｃ 4 70 66 ○ × 70 65 

27 Ｃ 4 74 73 × × 70 65 

28 Ｃ 4 72 70 × × 70 65 

29 Ｃ 6 72 69 × × 70 65 

30 Ｃ 6 70 65 × × 70 65 

31 Ｃ 4 67 64 × ○ 70 65 

32 Ｃ 4 66 64 ○ ○ 70 65 

33 Ｂ 4 65 60 ○ ○ 70 65 

34 Ｂ 4 69 64 ○ ○ 70 65 

35 Ｃ 4 67 67 ○ × 70 65 

36 Ｃ 4 71 68 × × 70 65 

37 Ｃ 4 74 73 × × 70 65 

38 Ｃ 6 68 66 × × 70 65 

39 Ｂ 4 62 60 ○ ○ 65 60 

40 Ｃ 4 69 67 ○ × 70 65 

41 Ｃ 4 72 69 × × 70 65 

42 Ｃ 5 68 67 ○ × 70 65 

43 Ｂ 5 69 66 ○ × 70 65 

44 Ｂ 4 69 66 ○ × 70 65 

45 Ｃ 4 73 70 × × 70 65 

46 Ｃ 6 74 71 × × 70 65 

47 Ｃ 6 72 69 × × 70 65 

48 Ｃ 4 71 69 × × 70 65 

49 Ｂ 2 67 64 ○ ○ 70 65 

50 Ｃ 6 72 70 × × 70 65 

51 Ｃ 6 73 72 × × 70 65 

52 Ｃ 6 72 69 × × 70 65 

53 Ｃ 6 69 67 ○ × 70 65 

54 Ｃ 4 71 67 × × 70 65 

55 Ｂ 6 63 58 ○ ○ 70 65 

56 Ｃ 2 64 59 ○ ○ 70 65 

57 Ｂ 2 68 65 × × 65 60 

58 Ｂ 6 65 61 ○ ○ 70 65 

     （出典）「平成 19 年度 道路交通騒音振動調査報告書」  平成 20 年 2月 東京都環境局 

      注）環境基準の適合状況は、基準値以下のものを○、超えたものを×とした。 
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② 東京都港湾局調査結果 

 東京都港湾局の平成 14年度の測定結果は表 3.2-5 に示すとおりである。 

 環境基準と比較すると、5 地点のうち、昼間 2地点、夜間 3 地点で環境基準を上回った。要請限度

と比較すると 5地点全てで昼・夜間とも要請限度値以下となった。 

 

表 3.2-5  道路交通騒音調査結果（平成 14 年度・東京都港湾局） 

等価騒音レベル 適合状況 環境基準値 
No 

環境基準 

類型 
車線数 

昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 

① Ｃ 4 65 64 ○ ○ 70 65 

② Ａ 6 69 66 ○ × 70 65 

③ － 8 68 67 － － － － 

④ － 6 69 66 － － － － 

⑤ － 7 73 71 － － － － 

⑥ － 5 74 71 － － － － 

⑦ － 8 70 70 － － － － 

⑧ Ｂ 5 67 63 × × 65 60 

⑨ Ｃ 6 71 68 × × 70 65 

⑩ Ｂ 6 67 63 ○ ○ 70 65 

⑪ － 8 72 69 － － － － 

⑫ － 6 66 65 － － － － 

⑬ － 7 65 59 － － － － 

    （出典）「平成 14 年度 東京港環境現況調査委託報告書」 平成 15 年 3月  東京都港湾局 

      注）環境基準の適合状況は、基準値以下のものを○、超えたものを×とした。 
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